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平成２６年度 第２回宇都宮市生涯学習センター運営審議会 会議録 

 

１ 開催日時 平成２６年１０月３０日（木） ９時３０分～１１時４５分 

 

２ 開催場所 宇都宮市役所１４階 大会議室 

 

３ 出席委員 １７名 

増渕委員長，大矢副委員長，竹内委員，伊藤委員，中山委員，宮本委員，吉田委員， 

池田委員，坂本委員，赤坂委員，長谷川委員，森野委員，久保井委員，佐々木委員， 

飯野委員，岸委員，宇賀神委員 

 

４ 会議の公開・非公開の別 公開 

 

５ 傍聴者  ０名 

 

６ 議 事 

（１） 報告事項 

  ① 平成２７年宇都宮市成人式について 

  ② 平成２６年度生涯学習センター文化祭について 

  ③ 宇都宮市民大学（前期講座）の実施状況について 

  ④ 人材かがやきセンター主催講座（前期）の実施状況について 

（２） 協議事項 

  ① 平成２７年度生涯学習センター事業運営の考え方（案）について 

  ② 生涯学習コーディネーター制度の見直し（案）について 

 

７ 発言の要旨 

増渕委員長 

 

 

 

事務局 

 

増渕委員長 

 

 

 

事務局 

 

 

増渕委員長 

 それでは，議事に入りたいと思います。 

 報告事項①「平成２７年宇都宮市成人式について」，事務局より説明をお

願いします。 

 

【資料について説明】 

 

前回の会議でご意見のありました，宇都宮東高等学校附属中学校と陽東

中学校が一緒に成人式を行うことについて，どのような周知をされている

のかをご説明していただければと思います。 

 

 陽東中学校区で一緒に成人式を行うことについては，各まちづくり協議

会や，自治会連合会を通して周知しているところです。 

 

 ありがとうございました。 
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佐々木委員 

 

増渕委員長 

 

 

竹内委員 

 

 

 

 

 

 

 

増渕委員長 

 

 

坂本委員 

 

 

 

 

事務局 

 

 

坂本委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

坂本委員 

 

増渕委員長 

 

 

 

陽東中学校長の佐々木委員，いかがでしょうか。 

 

 特に問題ありません。 

 

 ありがとうございました。 

続いて，竹内委員お願いします。 

 

 陽東中学校区の第１回目の実施委員会は，宇都宮東高等学校附属中学校

の代表者も出席し，順調に実施委員会を終えることができました。 

 ただ，新たに宇都宮東高等学校附属中学校が加わることに対し，「陽東中

学校区」という名称で良いのだろうかという話がありました。 

 そこで，「陽東地区」という名称にしようと言っていましたが，陽東中学

校に入学する小学校の内，「陽東小学校」だけをクローズアップしているよ

うに感じられることから，「陽東中学校区」という名称のままにしています。 

 

ありがとうございました。 

続いて，坂本委員お願いします。 

 

 私の所属する豊郷地区は，「ホテル東日本宇都宮」を会場として行い，一

人あたり３，０００円程度になると伺っておりますが，同じ会場で行う他

の地区では，一人あたり５，０００円程度のところもあります。この金額

の違いはどのようなことから生じているのでしょうか。 

 

 同じ会場における食糧費の単価は一律ですが，参加予定者数の相違によ

り会場使用料が異なるため，費用に差が生じています。 

 

 写真撮影など，費用がかかった分全てを支出していただけるのでしょう

か。 

 

 写真撮影などを含む地域交流事業費については，一律の均等割及び人数

割により算出し交付金を支出しています。 

 各実施委員会が，その金額の範囲内で写真撮影を行うなど，事業内容を

決定しています。 

 

ありがとうございました。 

 

 それでは，２つ目の報告事項に移ります。 

 報告事項②「平成２６年度生涯学習センター文化祭について」，事務局よ

り説明をお願いします。 
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事務局 

 

各生涯学習セ

ンター所長 

 

増渕委員長 

 

 

中山委員 

 

 

 

 

吉田委員 

 

 

 

 

池田委員 

 

 

坂本委員 

 

 

 

 

 

 

南生涯学習セ

ンター所長 

 

 

久保井委員 

 

 

 

大矢副委員長 

 

 

 

 【資料について説明】 

 

 【各生涯学習センター文化祭の事業内容等について説明】 

 

 

委員の皆様は各生涯学習センター文化祭の実行委員としてもご協力され

ていますので，補足説明などありましたらお願いします。 

 

「陽光」，「緑が丘」，「陽南」と３つの地区があり，各地区に分かれて事

業を行っています。 

それぞれの地域性もあり，合わせることは難しい状況ですが，各地域で

特色を出しながら事業を進めています。 

 

 生涯学習センター職員の方の協力なくして文化祭の開催は難しい状況で

あるため，実行委員会の課題と考えています。 

 また，無料配布物については，１つの場所に人が集まらないように工夫

をしながら運営しています。 

 

当日までに準備万端整えましても，その日の天候によって来場者に大き

な影響がありますので，心配をしているところです。 

 

豊郷地区については，以前は２日間に渡り開催していましたが，２年前

より１日限りの開催となっております。 

ただ，作品展示については事前にホールに展示し，４日間作品展示をし

ております。 

 また，南生涯学習センターへ質問ですが，消防音楽隊を招致しています

が，以前からこのようなことは行っていたのでしょうか。 

 

只今のご質問ですが，このような企画は初めてとなります。 

 今まで屋外での催し物は行っていませんでしたが，子供たちも楽しめる

ようにと，今年度初めて行いました。 

 

去年までは「産業祭」と一緒に開催をしていましたが，今年は文化祭だ

けで開催をしました。 

今後どのように開催していくかが課題であると思います。 

 

よくイベントでは，協賛企業から無料配布物があると集客率が上がると

聞いていますが，もしそのような事例がありましたらお聞かせいただけれ

ばと思います。 
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南生涯学習セ

ンター所長 

 

増渕委員長 

 

 

吉田委員 

 

 

 

 

増渕委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

増渕委員長 

 

 

宇賀神委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地元の企業には協賛という形ではなく，出店という形で模擬店を出して

いただいています。 

 

ありがとうございました。 

続いて，吉田委員お願いします。 

 

最近は製品を原価で仕入れ販売をするなど，その場で調理し販売をする

ということが少なくなっているように感じています。 

そのことにつきまして，何か良いアイディアがありましたら是非お聞か

せいただければと思います。 

 

地域の様々な活動に地域住民のご協力をいただく，そういうパワーが薄

れてきているような社会事情があると思います。 

以前はバザーなど，大変多くの人たちの協力により行われていましたが，

最近は全く行わないということもあります。 

どのようにして地域の意識を高めていくかについて，各生涯学習センタ

ーでも大きな課題の一つになっているのではないかと考えています。 

 そのことについて良いアイディアがありましたら，事務局あるいは各生

涯学習センターの方にご提案いただくなど，皆さんで情報共有していくと

いう形にしていければと思いますが，よろしいでしょうか。 

 それでは，次の報告事項に進みたいと思います。報告事項③と④につい

ては，共に講座の実施状況報告になりますので，事務局より併せて説明を

お願いします。 

 

 【資料について説明】 

 

それでは，ご意見がありましたらお願いします。 

宇賀神委員お願いします。 

 

まず，企画をする上で私が大切にしていますことは，事務局と意思の疎

通を密に図って講座の企画を立てていくことが最も良い方法であると感じ

ています。 

 事務的な事柄については電話やファックスなどでやりとりをしています

が，内容が複雑な事柄につきましては，必ず直接足を運んで話し合いをす

るようにしています。 

 また，実際の講座の運営については，館外学習を講座の中で効果的に位

置づけるために，場所の選定などにも注意を払って企画しています。 

参加される受講生の年齢層なども踏まえ，当日の安全確保を最も重要な

ことと考えて事前に下見などをするように心がけています。 
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増渕委員長 

 

 

 

 

事務局 

 

増渕委員長 

 

佐々木委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

増渕委員長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

増渕委員長 

 

 

岸委員 

 

 

 

ありがとうございました。他に何かご意見ありますでしょうか。 

それでは，協議事項に移りたいと思います。協議事項①「平成２７年度

生涯学習センター事業運営の考え方（案）について」，事務局より説明をお

願いします。 

 

 【資料について説明】 

 

それでは，委員の皆様何かございますか。 

 

特に回答は不要ですが，２つほど話をさせていただければと思います。 

まず１つ目に，重点項目における「人間力」について，「人間力」の定義

を示した方が良いのではないかと思います。 

 ２つ目に，提言書の中に「平成４２年には，６５歳以上の高齢者の割合

が２９％に達する見通し」と書かれており，この内容を見ると非常に大変

なことだと考えると思いますが，教育現場ではこの状況をマイナスの要因

とは捉えていません。 

今後，子供たちの教育に関わる方が増えていくと考えています。学校内

外でいろいろな方々に子供たちの教育をしていただけると考えています。 

 そのようなことを考えると，重点項目「エ」の取組は非常に重要なこと

だと思いますので，充実していただけることは大変ありがたいと考えてい

ます。 

 

 高齢者の皆様に積極的に教育に関わっていただけるような仕組みを考え

ていく必要があると思います。 

 このことについては，今後，生涯学習課で検討をしていただければと思

います。 

 

 「人間力」については，中央教育審議会において「個人の自立する力」

と「社会を構成し運営する力」であると定義しており，事業運営の考え方

においても追記いたします。 

 また，今後ますます団塊の世代の活躍が期待されるため，高齢者の社会

参画についてより一層の推進を図ってまいります。 

 

ありがとうございました。 

続いて，岸委員お願いします。 

 

 受講生が増えますと，抽選ということを考えなければならないかと思い

ますが，抽選については，各生涯学習センターが個別に対策を検討してい

るのか，あるいは生涯学習課における統一的な判断に基づいて各生涯学習

センターで運用をしているのかなど，お伺いしたいと思います。 
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増渕委員長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

増渕委員長 

 

 

大矢副委員長 

 

 

 

増渕委員長 

 

 

伊藤委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。 

事務局いかがでしょうか。 

 

 生涯学習課事業の中でも，「宇都宮市民大学」はよく抽選という状態が発

生しています。 

 定員については，講師の要望等を伺い適正数を判断し定員を決めていま

すが，応募が多い場合には，まず会場にどの程度まで入るのかを考え，最

大の人数まで増やすようにしています。 

また，館外学習が含まれる講座については，バスの定員の最大数を考え，

できるだけ多くの応募者に受講いただけるようにしていますが，それでも

抽選をせざるを得ない場合は，公開の抽選ではありませんが行っています。

いかに多くの方に学んでいただける環境を作っていけるかが，課題である

と認識しています。 

 

ありがとうございました。 

続いて，大矢副委員長お願いします。 

 

 多くの参加者がいる講座の運営の仕方を考えていくという課題の一方

で，なかなか参加してこない層へのアプローチも考えていく必要性がある

ように思います。 

 

ありがとうございました。 

続いて，伊藤委員お願いします。 

 

 私は東生涯学習センターで「ふれあい塾」を毎年企画し，館外学習も行

っています。 

 その時に最も大きな問題になるのがバスのことです。バスの利用は抽選

であると聞いています。この抽選について，全く公正な抽選で行われてい

るのか，あるいは小学校・中学校が優先で行うのか，利用状況について公

表をしていただけるのでしょうか。 

 なぜこのようなことを申し上げるのかと言いますと，バスの利用が抽選

であると館外学習の企画がしにくい事情があります。 

 一方，８月は小学校・中学校が夏休みで，バスが空いていると聞いてい

ます。そのようなことから，毎年「ふれあい塾」は８月に館外学習を企画

しています。私たちが企画している講座の対象者は高齢者のため，夏の炎

天下の中，屋外で学習をすることは大変厳しい状況です。今まではそのよ

うな状況でも仕方のないことと思っていましたが，今後は過去のバスの利

用状況などを踏まえ，日程を検討できればと考えています。 

そのようなことから，各生涯学習センターにおいても，バスの抽選は館
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増渕委員長 

 

 

 

 

竹内委員 

 

 

 

 

 

 

増渕委員長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

増渕委員長 

 

 

竹内委員 

 

 

 

事務局 

 

 

増渕委員長 

 

 

外学習を企画する上でネックになっているのではないかと思います。 

 また，館外学習は栃木県内であることが基本と聞いています。それでは

近隣の県への館外学習の企画ができないため，例えば宇都宮市役所を中心

として何キロ以内とするなど，栃木県内という縛りをなくした方が良いと

考えています。そうすることで，私たちももっと館外学習の企画がしやす

くなりますので，是非，今後ご検討いただければと思います。 

 

ありがとうございました。 

今後，事務局の方でご検討いただければと思います。 

他に何かご意見ありますでしょうか。 

それでは，竹内委員お願いします。 

 

「基本的な考え方」においては，「団塊の世代の地域活動が活発化」と表

現している一方で，「重点項目」では「超高齢社会」として早急に対応すべ

き課題として捉えており，「高齢化社会」について否定的な印象を受けます。

これからの高齢者は役割を終えた集団ではなく，どんどん地域で活用して

いく必要があると思いますので，次年度以降は文言の修正を検討いただけ

ればと思います。 

 

ありがとうございました。 

それでは，「平成２７年度生涯学習センター事業運営の考え方（案）」に

つきましては了承いただけたということでよろしいでしょうか。 

続いて，協議事項②「生涯学習コーディネーター制度の見直し（案）に

ついて」，事務局より説明をお願いします。 

 

 【資料について説明】 

 

委員の皆様，何かご質問やご意見がありましたらお願いします。 

それでは，竹内委員お願いします。 

 

生涯学習コーディネーターに関する任期や運用規定などが定められてい

る要綱はありますでしょうか。もし作成されていないようでしたら，定め

る必要があるのではないかと感じています。 

 

ご意見ありがとうございます。今後，皆様のご意見を踏まえながら，要

綱の作成について検討してまいります。 

 

ありがとうございました。 

それでは，「生涯学習コーディネーター制度の見直し（案）」につきまし

ては了承いただけたということでよろしいでしょうか。 
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事務局 

以上をもちまして，本日の議事は全て終了しました。皆様には，会議の

進行にご協力いただきありがとうございました。 

それでは，事務局の方へお返しします。 

 

ご審議大変ありがとうございました。 

それでは，「その他」ですが，事務局より連絡事項がございます。 

 

【次回の会議日程について説明】 

 

本日は増渕委員長を始め，委員の皆様，長時間のご審議誠にありがとう

ございました。 

以上をもちまして，平成２６年度第２回宇都宮市生涯学習センター運営

審議会を閉会いたします。 

 

 


